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摘要 :住民の中の緑化活動リーダーを効果的に育成する方法の先進事例として,ア メリカのマスター

ガーデナープログラムがあるが,そ の人材像やその育成方法についてはまだ不明な点が多い。そこで,

全米で各州毎に設けられているマスターガーデナープログラムの紹介ホームページから,そ の人材像

とその育成方法を探った。その結果,当 初は大学の持つ園芸に関する研究成果を一般市民に普及する

活動を手伝つてもらうポランティアとして育成され始めたが,州 によって,線 を活用して地域の環境

改善に取り組むなど活動の幅が広まり,多 様な姿になっていること,こ れに対応して,そ の育成カリ

キュラムも州によって多彩になっていることがわかった。

1. 1まじbに

住民による自発的な緑化活動を促進していくうえにおいて,住

民の中のリーダーの存在の重要性が認識されてきており1),各地

で種々の取り組みがなされてきているのめつ。 しかし, それらはま

だそれぞれが個別に取り組み始めた段階であり,そ れらの成果を

蓄積整理し,我 が国における定型的な育成方法を確立するまでに

はまだ至っていない。このような中,す でに30年以上の歴史を

有し,一 つの国の中で全国的に広く展開され,緑 化活動のり‐ダー

育成プログラムに関連すると思われる先進事例として最近注目さ

れているものに,ア メリカの 「マスターガーデナー・プログラム」

(以下マスターガーデナーを 「MG」 と表記)がある。その人材像

に関しては,(財 )ナ|1崎市生涯学習振興事業団
5)ゃ

(財)世田谷区都

市整備公社まちづくリセンター')などにより紹介が行われている

ものの。 ま ちづくリリーダーと説明しているものもあれば,園 芸

ボランティアとしているものなどもあり,プ ログラムの全体像や

育成しようとしている具体的な人材像,そ の育成方法については

まだ不明確な点が多い。したがって, これらの既存文献だけでは,

このプログラムを我が国においてどう活かしていくことができる

のかについては具体的な判断が十分にはできない状況である。そ

こで本研究は, このプログラムの全体像をつぶさに調査分析し,

このプログラムが育成しようとしている人材像とその育成方法を

具体的に明らかにすることにより,我 が国における住民の中の緑

化活動 リーダー育成方法の検討に資する情報を得ようとするもの

である。

さいわいこのプログラムについては,ほ とんどの州において,

その州内において展開されているプログラムを紹介するホームペー

ジが整備されていることがわかった。そこで, このホームページ

をつぶさに調査していくことにより,全 米 レベルでプログラムの

全体像を正確に把握することを行ったものある。

なお,各 州のホームページを見ると, このプログラムは連邦政

府が全米の統一的な基準のもとに運営しているようなものではな

く,各 州が主体的に実施しているようであるが,既 往文献め"では,

連邦政府農務省の運営するプログラムと紹介してあったり,特 定

の州のプログラムを取り上げたうえで,そ れをもって全米共通の

プログラムであるかのような紹介のしかたがしてあり, このよう

な点でもこれまでの文献は正確さを欠いている点があることがわ

かった。本論では, このような点も含め,そ の詳細を分析してい

くこととする。

2.研 究の方法

(1)研究の対象

本研究の調査対象は,全 米の各州で運営されている 「MGプ

ログラム」である。このプログラムは,後 でも詳細記述するが,

各州に設置された Land Grant University7)のCOOperative

Extendon8)(以下 「CE」 と表記)という組織が, それぞれ独自

に一般市民向けのボランティア育成プログラムとして運営してい

るもので,主 に園芸に関する知識技術を地域に広めていく活動を

行うボランティアを育成しようとするものである。このプログラ

ムは,ヮ シントン州のMGプ ログラムを紹介しているホームペー

ジ (http://gardening wsu edu/text/Weare htm)によると,

1972年にワシントン州立大学の CEで 始められたものであり,

それが徐々に全米各州に広がっていったものである。現時点で,

ワシントン州だけでも約 3,000人,全 米で約 45,000人の MGが

活動している。

(2)研究の方法

研究は,各 州毎に運営されているMGプ ログラムを紹介する

ため,各 州毎に開かれているホームページを逐一チェックし,そ

の記述内容から,MGと はどのような人材なのか,誰 がどのよう

にしてそれを育成しているのか,等 を読みとっていき,そ の内容

を各州毎に整理,比 較していく方法をとった。

このようにプログラム運営者自身が開設しているホームページ

の記述をチェックすることにより,正 確な情報を網羅的に収集整

理したものである。

なお,各 州のホームページ検索にあたっては,MGの ホームペー

ジ の ポ ー タ ル サ イ ト 「Ma s t e r  G a r d n e r s  c o m」

(httpプ/mastergardeners com/)を 活用 した。調査は,平 成 13

年 8月 ヽヽっぱいをかけて行なったが, COnnecticut,Hawaii,

Massachusetts,Utah,VermOnt,WyOmingの 6州 につヽヽては

MGの 説明ベージが見あたらず, あるいは, サーバー自体にア

クセスできず調査ができなかった。この結果,44州 のMGプ ロ

グラムを調査することができた。

3“結果

(1)MGの 人材像

・
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おいての参考になるものと思われる。
・「修了試験」「ボランティア活動J

かなりの州で修了時に試験を課すことをページ上で明記 してい

る。ただ,上 部の州では
`open book exam.(い

わゆる 「持ち

込み可」の試験)になっているほか,`exam' とは表記せず
`quiz'

と表記 しているところもあり,「苛酷な雰囲気のもの」ではない

ように見受けられる。しかし,そ れ以上に重要なことは修了後そ

の年のうちに受講時間とほぼ同等の時間数のボランティア活動を

課している点であり, ほとんどのページでこのボランティア活動

を終えて初めて MGと 認定される, と説明している。このこと

は, このボランティア活動はなかば実習のようなものであり,

「ボランティア活動はMGプ ログラムのカリキュラムの一環」と

理解 した方が MGの 育成法を理解する上では適当である。この

ボランティア活動の内容は,「MGに 期待される具体的な活動例

で示 した活動と同じ」としてあったり,「すでにMGに なってい

る人とともに活動する」などとしており,表 -2で 整理した活動

例がそのまま期待されるボランティア活動の内容であり,ま た,

MGプ ログラムの実習カリキュラムである, と理解できる。
・「称号を維持する条件」

多くの州で,一 年の受講とその年のボランティア活動を終えた

だけで永遠にMGと しての称号が維持されるわけではないこと

を明記 している。多くの場合,年 数時間から12時間程度のレベ

ルアップ講習と20時間内外のボランティア活動がMGと しての

称号を継続 していく条件であるとしており, このように毎年継続

的に活動をつづけていくMGを
イ
active MG' と称 しているペー

ジもある。
・「上級者の処遇」

上記のようにただ,最 低限の基準を満たす MGを 育てるので

はなく, 自ら進んでどんどん活動を進めていくインセンティブと

なるよう,多 くの州で顕著な活動実績を上げた人を処遇する制度

を設けていることを明記 している。

このように継続的なボランティア活動を維持していくためには

上記の称号を維持する条件を含め,修 了後のいろいろな取り組み

が必要なことを示唆している。

4。まとめ

以上,MGプ ロクラムの実態を各州毎に見てきたが,同 じMG

プログラムとは言いながら州によっていろいろに育成すべき入材

像やその育成手法が異なってきている面があり,そ れに応じてカ

リキュラムの構成も異なっていることなどいろいろな実態ががわ

かった。

まず, このプログラムは既存文献の紹介のように農務省の運営

するプログラムではなく各地域の大学 (Land Grant Univer

sity)が運営するものであり,各 地域がそれぞれの実状に応じて

人材の育成を図っている, ということである。

そして,そ の人材像については,そ れら大学のCEの 業務を手

伝うボランティアをイメージしているものから,そ こで得た知識

や技術をコミュニティーの環境改善に活かす活動を行うリーダー

を育成しようとするものまでいろいろなレベルがある, というこ

とである。

この違いに応じて,そ の育成カリキュラムも内容の違いがあり,

CEの 業務を手伝うボランティアをイメージしている州では,園

芸に関する知識教授がその中心であるが, コミュニティーの環境

改善に活かす活動を行うリーダーを育成しようとすることをイメー

ジしている州では,そ れに加えてランドスケープデザインやコミュ

ニケーションスキルなどその地域で活動していくに必要となるで

あろう技術の教授を組み入れている。これらの背景には, このプ

ログラムを運営する大学のCEの 目的 (農業等に関する研究成果

を市民に普及する)に そってその業務を手伝ってくれボランティ

アを育成する目的ではじまったプログラムが,副 次的に幅広くコ

ミュニティーの環境向上に役立っていることが認識されるように

なり,そ の効用をはっきり認識してそれを引き出そうとするプロ

グラム, カリキュラムにしようとしているかどうかの違いがある

と言える。

しかし,い ずれの州もその講座が資格取得目的に陥ることなく

教育効果が実質的なものとなるようボランティア活動の義務付け

やボランティア活動の進展にしたがってさらに上級の称号を用意

するなどの工夫をしていることはわか国におけるこのような講座

運営においても大いに参考となるものである。さらには一部の州

では,受 講者選抜に応募者へのインタビューを取り入れるなどの

ことを行っているところもあり,講 座前後で工夫をしている。

したがって,わ が国において今後このMGプ ログラムを参考

にしていく場合には, このように各州によって多様になっている

実状を踏まえ,特 定の州のプログラムだけを見てそれをMGプ

ログラムの全体像として考えるのではなく,各 州毎にその中身を

よく調査し,真 にプログラム企画運営者が参考としたい内容を含

んでいる州のプログラムを拾い出して参考としていくべきである。

Smith Lever Actによ って各州 の Land

Crant Universityに設置が義務づけられた

大学内の組織のことで,そ れらLand Grant

Universityと農務省との達携のもと大学や

国が持つ研究成果 (特に農業に関するもの

が中心)を 一般市民 (当時は特に農民を想

定)へ 普及することを目的とした機関のこ

と。法律的には農務省との連携のもとに設

立された機関であるが,実 体的には大学の

機関であり, しいてわが国のシステムに置

き換えて考えるならば,大 学の 「市民向け

公開講座」およびその担当部局に類するも
のと考えるのが最も近い, と考えられる。
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